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資料 4 

 

第 6 期 北広島市市民参加推進会議（令和 2 年度・令和 3 年度） 

「市民参加の推進に向けた方策」に関する提案書（令和 4 年 3 月） 

【方策例の実施検討状況】 

 

①「市民参加への意識高揚」 

市民参加に対する意識の醸成を図り、幅広い世代の方に市民参加機会への積

極的な参加を促進するため、以下の方策を提案します。 

【現在の取組み】 

●市民参加フォーラムの実施 

●広報紙、町内会回覧を利用した意識啓発 

 

【課題】 

◆市政への関心の向上 

◆市民参加の取組みについて知らない方への周知 

◆市民参加、まちづくりを身近に感じていない 

 

【今後に向けて提案する方策例】 

 市民参加の取組みを知るきっかけづくりとして、広報紙の特集記事による
啓発 

➡広報紙にパブリックコメントの郵送提出可能な意見提出用紙を掲載 

 （令和 4 年 6 月 1 号、令和 5 年 7 月 1 日号） 

 子どもに向けた情報発信 

➡子どもに関連する事業における子どもを対象にしたアンケート調査や子
ども会議の開催 

 パブリックコメントの概要の充実 

➡パブリックコメントの概要書様式の改善【資料 5】 

 市民の興味・関心のある分野の把握と多様な視点からの情報提供 

➡市民参加周知のチラシ（ポスター）を作成し活用【資料 6】 
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②「効果的な情報発信」 

パブリックコメントや住民説明会などの市民参加機会のお知らせ、各種審議会

等に係る委員募集のお知らせなどについて、積極的に市民との情報共有を図

り、取組の認知度を高めるための効果的な情報発信の方法として、以下の方策

を提案します。 

【現在の取組み】 

●ＳＮＳ、広報誌、ＨＰによる情報発信 

 

 

 

《北広島市ツイッター》       《広報紙》 

                           《市ＨＰバナー》 

【課題】 

◆市政情報の入手機会の拡充 

◆多様化する情報ツールへの対応 

◆パブリックコメントは資料の量が多く、説明の内容が難しいものもあり、意
見が出しにくい 

 

【今後に向けて提案する方策例】 

 市民参加について目に触れる機会を増やすため、駅やスーパー、イベント、
市内の事業所などでの周知や情報発信 

➡市民参加周知のチラシ（ポスター）を作成し活用【資料 6】（再掲） 

 ＳＮＳなどの情報ツールを活用した効果的な情報発信 

➡市公式 LINE アカウントに登録しあらかじめ「市民参加・パブリックコメ
ント」の受信設定をすると市 HP 更新のメッセージが届く。メッセージの
URL から市 HP のパブリックコメントのページに遷移。 

 審議会などのオンライン配信 

➡自由な意見交換の妨げになる等の懸念から慎重な検討が必要 
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 パブリックコメントの概要の充実（再掲） 

➡パブリックコメントの概要書様式の改善【資料 5】 

 転入者へ市政への参加やまちづくりについての情報提供 

➡市民参加周知のチラシ（ポスター）を作成し活用【資料 6】（再掲） 

 年代や地域の実情に合わせた情報収集・情報提供の仕組みづくり 

➡市広報や町内会回覧等による従来型の情報提供に加え、市公式 LINE ア
カウントを利用した情報発信を開始。 

（参考）市公式 LINE アカウント 
「市民参加・パブリックコメント」の受信設定者 
1,200 名（市内 1,099 名、市外 101 名）（令和 5 年 8 月 2 日時点） 
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③「実効性のある市民参加の手続き」 

パブリックコメントや住民説明会など既存の市民参加手続きへの参加機会の

提供、気軽に参加できるような仕組みづくりを行い、市民参加の実効性を高

めるため、以下の方策を提案します。 

【現在の取組み】 

●パブリックコメントコーナーの掲示方法の改善 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

◆パブリックコメントについて、市民生活に影響の大きいテーマへは一定数 
意見があるが、全体的にみると低調 

 

【今後に向けて提案する方策例】 

 パブリックコメントの周知を兼ねた提出用紙の提供 

➡広報紙にパブリックコメントの郵送提出可能な意見提出用紙を掲載 

 （令和 4 年 6 月 1 号、令和 5 年 7 月 1 日号） 

 意見の提出方法として電子化の活用。ただし、対応できない方に向けて紙
媒体での情報の受発信も重要 

➡簡易申請システムによる意見提出フォームを作成し HP 上で公開 

 HP で意見募集を見てそのまま意見を提出できる 

 市民からの意見結果に基づき改善した内容の公表 

➡広報紙に意見結果公表の記事を掲載（令和 5 年度から） 


